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ＩＳＯ国際会議報告





 検定協会だより　令和３年３月

－1－

国際会議報告ISO

ISO/TC21/SC6/WG4

WEB国際会議報告

１．はじめに

ISO/TC21/SC6/WG4（水性消火剤）国

際会議が、令和３年１月22日に、WEB

上で開催された。

筆者は、その報告を行うものである。

日本からの出席者は、佐澤潔氏（SC6

国内委員長）及び筆者であった。

２．報告概要

ISO/DIS 7203-4（クラス A 泡消火剤）

の投票に際して寄せられた、規格案に対

する各国のコメントについて議論を行っ

た。

日本からは、付属書にある毒性情報の

提供について、国内法に準拠した毒性情

報を提供することにより規定を満たすこ

とから、要求事項とすることを認めた。

ドイツ及びイギリスから、引火点の要

求事項を削除したいとの意見があり、削

除された。

また、消火試験の方法については、規

格発行後の定期見直し時に提案を募り、

修正をすることが合意された。

３．ISO/TC21/SC6/WG4 報告

⑴　日程

令和３年１月22日（金） 16:00～18:00

⑵　出席者（敬称略）

（コンビーナー）

Thomas Leonhardt （ドイツ）

（委員）

Blake M. Shugarman（アメリカ）

Christian Elze（ドイツ）

Evgenii Baranov （ロシア）

佐澤 潔、佐々木 寛（日本）

⑶　議事資料

①　WG4議事次第（案）

②　ISO/DIS7203-4（クラス A 泡消火剤）

の各国コメント

⑷　議事概要

①　参加者の確認

コンビーナーが参加者の確認を

行った。

②　開会の辞

コンビーナーから開会の挨拶が

消火・消防設備部　消火設備課

主幹検定員　佐々木　寛
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あった。

③　議事次第（案）の承認

議事次第（案）を検討し、承認し

た。

④　ISO/DIS 7203-4の各国コメントに

対する議論

ISO/DIS 7203-4の投票で寄せられ

た各国コメントへの対応について、

次のとおり議論を行った。

ア　消火試験方法について、ドイツ、

ロシア及び日本から、消火者の技

術レベルによらない、消費者ニー

ズに沿った、より良い試験方法に

するほうが良いとの意見が出され

た。

しかし、DIS 投票を終えた段階

で、新たな消火試験方法を検討し、

投票で承認を得ることが時間的に

難しいことから、次回の定期見直

し時に修正することになった。

イ　毒性情報について、日本から要

求事項に当たる normative ではな

く、情報に当たる informative に

したほうが良いとの意見が出され

ていたが、国内法に準拠した毒性

情報を提供することにより要求事

項を満たすことから、normative

を維持することに同意した。

ウ　引火点の要求事項について、イ

ギリス及びドイツから削除したほ

うが良いとの意見が出された。

議論の結果、7203シリーズの規

格すべてから削除することになっ

た。

また、ロシアから泡消火剤の定

義で、発泡倍率が20倍から21倍ま

での間の泡消火剤がどの種類にも

当たらないのではないかとの意見

が出された。

議論の結果、定義のうち「21倍

から200倍まで」を「20倍を超え

るから200倍まで」に修正するこ

とになった。

エ　クラス A 泡消火剤と粉末消火

剤との混合使用について、イギリ

スから当該規定は、試験方法がク

ラス A 泡消火剤に適していない

ことから変更したほうが良いとの

意見が出された。

議論の結果、当該規定を削除す

ることになった。

その他、編集上の訂正が行われ、

修正が行われた規格案を最終段階及

び発行に向け、SC6国際事務局へ送

付することになった。

⑤　Wetting Agent の新規作業項目投

票結果

コンビーナーから、新規作業項目

投票が行われた Wetting Agent につ

いて、作業を開始することが承認さ

れたとの報告がなされた。

続けてコンビーナーから、今日の

会議で議論を行うか各国に尋ねたが、

すべての国が改めて別の会議で議論
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－3－

したいとの意見だったことから、今

回は行わなかった。

また、以前から議論になっている

Wetting Agent の規格番号について、

各国に尋ねたところ、日本、ロシア

及びアメリカは、7203シリーズは泡

消火剤のシリーズであることから、

泡を生成しない Wetting Agent は独

立した規格番号としたほうが良いと

の意見を支持した。

一方、ドイツは、他の泡消火剤の

規格と比較して多くの試験が同じで

あることから、7203シリーズのパー

ト５としたほうが良いとの意見を支

持した。

規格番号については、今後も議論

していくことになった。

⑥　その他

コンビーナーから、他に議題がな

いことが確認された。

⑦　次回の会議予定

次 回 の ISO/TC21/SC6/WG4国

際会議は、コンビーナーから２～

３か月以内に新規作業項目であ

る Wetting Agent の作業について、

WEB 会議形式で開催したいとの提

案があり、承認された。

以上で、閉会となった。

４．むすびに

最後になりましたが、この会議に対し

てご協力いただきました一般社団法人日

本消火装置工業会及び ISO/TC21事務局

に感謝を申し上げます。
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１　はじめに
ISO/TC21/SC3は、ISO/TC21（消防
機器に関する専門委員会）の下、火災感
知及び警報システムの国際規格について
議論する分科会である。

２　報告概要
ISO/TC21/SC3会議は、一昨年のロシ
ア・サンクトペテルブルグでの国際会議
開催後、昨年予定されていた中国・上海
での国際会議は、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため中止された。国内にお
いて、今年９月に各作業部会の主査より
活動報告があり、それを基に、令和３年
10月27日にオンラインで開催された国際
会議に参加することとなった。

３　日　時
令和３年10月27日（水）20：30～22：15

４　出席者（日本）
桒原氏、大長氏（消防庁予防課）、阿
部氏（SC3国内委員長）、島田氏（国内
WG24主査）、桜井氏、畠山氏（TC21事

務局）、蛯谷氏（SC3事務局）、三宅（SC3
国内副委員長）、君和田氏、有井氏（通訳）

５　参加国
オーストラリア、アメリカ、イギリス、
ドイツ、日本、韓国、オーストラリア、
南アフリカ、スイス　９カ国

６　議事概要
　議事次第に従い次の議事が行われ
た。
⑴　各WG（作業グループ）からの報告
ア�　WG1　草案DTR�7240-9_3（試験
火災）が投票のため提出される。
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警報設備部　報知設備課
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イ�　WG3　無線周波数リンクを利用
した評価の問題については持ち越し
となっている。
　�　ISO�12239（煙式住宅用火災警報
器）は、編集の最終段階であり、
2021年後半に発行予定。
　�　今後、ISO�12239又は新たな文書
として、マルチセンサー警報器に関
する作業項目を作成する。
ウ�　WG5　CEN/TS�54-14の見直しが
最終段階となっている。
　�　ISO�7240-14（計画及び設置）は、
CEN/TS�54-14の見直し完了を待っ
てから来年初頭から見直し作業を開
始する。
エ�　WG6　ISO�7240-17（伝送路分離
器）は、2020年２月に発行された。
　�　ISO�7240-7（煙感知器）の改訂は、
CD投票中である。主な変更点は、
応答しきい値をバンド１とバンド２
と記述することである。
　�　ISO�7240-27（CO＋煙＋熱感知器）
は、改訂草案が2021年４月にSC3事
務局に送られた。主な変更点はISO�
7240-7と同様で、CO、熱について
は何も変わらない。
オ�　WG13　コンパティビリティアセ
スメント、機器の相互接続性の評価
は、今後予定される作業がないこと
から解散させる。
カ�　WG15　ISO�7240-3（音響警報装
置）は、2020年３月に発行された。

このWGには ISO� 7240-16と ISO�
7240-19もあるので、解散はしない。
キ�　WG17　ISO�7240-12（光電式分離
型感知器）は、DIS投票中である。
ク�　WG24　ISO�7240-30（ビデオ火災
感知器の設置基準）は、2021年９月
からCD検討、投票を開始した。
　�　ISO�7240-29（ビデオ火災感知器）
は、2021年７月に作業原案の検討を
開始した。
　�　サーマルイメージング火災感知器
が開発されている。ISO�7240-29の
中で検討の可能性がある。
ケ�　WG27　ISO�7240-31（再用型感知
線型熱感知器）は、DIS投票が締め
切られた。
　�　ISO�7240-32（非再用型感知線型
熱感知器）は、WGC協議にかけら
れた。

⑵　リエゾン報告
ア�　ISO/TC92/SC4�火災安全工学の
報告がされた。
イ　CEN/TC72�の報告がされた。
ウ�　Euralarmについての報告がされ
た。

⑶　委員会の同意を必要とする項目
ア　WG13は解散すべきである。
イ�　WG1の�Jinichi�Abe�氏、WG3の�
Chris� Orr�氏、WG6の�Bernard�
Laluvein�氏がコンビーナに再任さ
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キ�　WG17　ISO�7240-12（光電式分離
型感知器）は、DIS投票中である。
ク�　WG24　ISO�7240-30（ビデオ火災
感知器の設置基準）は、2021年９月
からCD検討、投票を開始した。
　�　ISO�7240-29（ビデオ火災感知器）
は、2021年７月に作業原案の検討を
開始した。
　�　サーマルイメージング火災感知器
が開発されている。ISO�7240-29の
中で検討の可能性がある。
ケ�　WG27　ISO�7240-31（再用型感知
線型熱感知器）は、DIS投票が締め
切られた。
　�　ISO�7240-32（非再用型感知線型
熱感知器）は、WGC協議にかけら
れた。

⑵　リエゾン報告
ア�　ISO/TC92/SC4�火災安全工学の
報告がされた。
イ　CEN/TC72�の報告がされた。
ウ�　Euralarmについての報告がされ
た。

⑶　委員会の同意を必要とする項目
ア　WG13は解散すべきである。
イ�　WG1の�Jinichi�Abe�氏、WG3の�
Chris� Orr�氏、WG6の�Bernard�
Laluvein�氏がコンビーナに再任さ
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れた。
ウ�　ISO�7240-24（ラウドスピーカ）
の定期見直しについて、投票結果に
従い確認（継続）とする。

⑷　今後の活動項目
ア�　ISO�7240-20:2010（吸引式煙感知
器）の定期見直し
イ�　ISO�7240-6:2011（CO火災感知器）
の定期見直し
ウ�　ISO�7240-11:2011（発信機）の定
期見直し

⑸　その他の事項
SC3委員長、Keith�Shinn氏の再任

７　決議事項
⑴　決議345
WG3において、今後、ISO12239に含
めるか又は新たな文書としてマルチセン
サー警報に関する作業項目を作成するこ
とに同意する。

⑵　決議346
WG13に今後予定されている作業がな
いことから、同グループの解散に同意す
る。

⑶　決議347
ISO7240-20（吸引式煙感知器）を定期
見直し投票のとおり承認することに同意
する。

⑷　決議348
ISO7240-24（ラウドスピーカ）が１カ
国で使用されていることに留意し、定期
見直し投票の結果に従いISO7240-24を
承認することに同意する。

⑸　決議349
2022年10月の第３週に保健規則が許せ
ばキプロスでISO/TC21総会に合わせて
開催することに同意する。
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１　はじめに
ISO/TC21/SC3は、ISO/TC21（消防
機器に関する専門委員会）の下、火災感
知及び警報システムの国際規格について
議論する分科会である。

２　報告概要
ISO/TC21/SC3会議は、一昨年のロシ
ア・サンクトペテルブルグでの国際会議
開催後、昨年予定されていた中国・上海
での国際会議は、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため中止された。国内にお
いて、今年９月に各作業部会の主査より
活動報告があり、それを基に、令和３年
10月27日にオンラインで開催された国際
会議に参加することとなった。

３　日　時
令和３年10月27日（水）20：30～22：15

４　出席者（日本）
桒原氏、大長氏（消防庁予防課）、阿
部氏（SC3国内委員長）、島田氏（国内
WG24主査）、桜井氏、畠山氏（TC21事

務局）、蛯谷氏（SC3事務局）、三宅（SC3
国内副委員長）、君和田氏、有井氏（通訳）

５　参加国
オーストラリア、アメリカ、イギリス、
ドイツ、日本、韓国、オーストラリア、
南アフリカ、スイス　９カ国

６　議事概要
　議事次第に従い次の議事が行われ
た。
⑴　各WG（作業グループ）からの報告
ア�　WG1　草案DTR�7240-9_3（試験
火災）が投票のため提出される。

検定協会だより　令和４年１月

ISO/TC21/SC3　国際会議報告

警報設備部　報知設備課

課　長　三宅　綾子

SC3会議風景

国際会議報告ISO
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イ�　WG3　無線周波数リンクを利用
した評価の問題については持ち越し
となっている。
　�　ISO�12239（煙式住宅用火災警報
器）は、編集の最終段階であり、
2021年後半に発行予定。
　�　今後、ISO�12239又は新たな文書
として、マルチセンサー警報器に関
する作業項目を作成する。
ウ�　WG5　CEN/TS�54-14の見直しが
最終段階となっている。
　�　ISO�7240-14（計画及び設置）は、
CEN/TS�54-14の見直し完了を待っ
てから来年初頭から見直し作業を開
始する。
エ�　WG6　ISO�7240-17（伝送路分離
器）は、2020年２月に発行された。
　�　ISO�7240-7（煙感知器）の改訂は、
CD投票中である。主な変更点は、
応答しきい値をバンド１とバンド２
と記述することである。
　�　ISO�7240-27（CO＋煙＋熱感知器）
は、改訂草案が2021年４月にSC3事
務局に送られた。主な変更点はISO�
7240-7と同様で、CO、熱について
は何も変わらない。
オ�　WG13　コンパティビリティアセ
スメント、機器の相互接続性の評価
は、今後予定される作業がないこと
から解散させる。
カ�　WG15　ISO�7240-3（音響警報装
置）は、2020年３月に発行された。

このWGには ISO� 7240-16と ISO�
7240-19もあるので、解散はしない。
キ�　WG17　ISO�7240-12（光電式分離
型感知器）は、DIS投票中である。
ク�　WG24　ISO�7240-30（ビデオ火災
感知器の設置基準）は、2021年９月
からCD検討、投票を開始した。
　�　ISO�7240-29（ビデオ火災感知器）
は、2021年７月に作業原案の検討を
開始した。
　�　サーマルイメージング火災感知器
が開発されている。ISO�7240-29の
中で検討の可能性がある。
ケ�　WG27　ISO�7240-31（再用型感知
線型熱感知器）は、DIS投票が締め
切られた。
　�　ISO�7240-32（非再用型感知線型
熱感知器）は、WGC協議にかけら
れた。

⑵　リエゾン報告
ア�　ISO/TC92/SC4�火災安全工学の
報告がされた。
イ　CEN/TC72�の報告がされた。
ウ�　Euralarmについての報告がされ
た。

⑶　委員会の同意を必要とする項目
ア　WG13は解散すべきである。
イ�　WG1の�Jinichi�Abe�氏、WG3の�
Chris� Orr�氏、WG6の�Bernard�
Laluvein�氏がコンビーナに再任さ
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器）の定期見直し
イ�　ISO�7240-6:2011（CO火災感知器）
の定期見直し
ウ�　ISO�7240-11:2011（発信機）の定
期見直し

⑸　その他の事項
SC3委員長、Keith�Shinn氏の再任

７　決議事項
⑴　決議345
WG3において、今後、ISO12239に含
めるか又は新たな文書としてマルチセン
サー警報に関する作業項目を作成するこ
とに同意する。

⑵　決議346
WG13に今後予定されている作業がな
いことから、同グループの解散に同意す
る。

⑶　決議347
ISO7240-20（吸引式煙感知器）を定期
見直し投票のとおり承認することに同意
する。

⑷　決議348
ISO7240-24（ラウドスピーカ）が１カ
国で使用されていることに留意し、定期
見直し投票の結果に従いISO7240-24を
承認することに同意する。

⑸　決議349
2022年10月の第３週に保健規則が許せ
ばキプロスでISO/TC21総会に合わせて
開催することに同意する。

検定協会だより　令和４年１月
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検定協会からのお願い 

 
 

検定協会では、消防用機械器具等について検      （２）消防用機械器具等の使用例（成功例又は 
定及び受託評価を行い、性能の確保に努めてい         失敗例） 
るところですが、さらに検定及び受託評価方法 
を改善するため、次の情報を収集しています。      連絡先 東京都調布市深大寺東町 4-35-16 
心あたりがございましたら、ご一報下さいます          日本消防検定協会  企画研究課 
ようお願いします。                           電 話 0422-44-8471（直通）   
（１）消防用機械器具等の不作動、破損等、性           E-mail 

能上のトラブル例                                        〈 〉 
 








